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目　　　的
　石垣島と西表島の間にある石西礁湖はわが
国で最大規模のサンゴ礁海域で、近年、サン
ゴ被度等の低減傾向が続いています。石西礁
湖自然再生協議会では、「環境負荷を軽減し
てサンゴ礁生態系の回復」を短期目標に掲げ
た活動をしており、目標達成に向けて有効な
科学的知見の提供が求められています。本研
究では、次世代型シーケンサーを用いたメタ
ゲノミクス技術により、石西礁湖周辺海域に
おけるプランクトンの生物多様性の解明、陸
源負荷の影響評価・起源解明を目指します。

成　　果
　2013年6月17、18、21日に石西礁湖周辺海
域を対象とした広域多点調査を実施し、全
32点のうち16地点でメタゲノム解析を行い
ました。海水3リットルから捕集したプラン
クトン DNA を用いると、1サンプルあたり
約3万配列を読むことで、約500－600個の異
なる配列が得られ、その生物多様性を把握す
ることができました（図1）。6月17、18日は
平穏時の調査で、出現プランクトンの類似度
指数は地点間でばらつきましたが、21日は
台風通過による攪拌によって地点間の差が小
さくなりました（図2）。河川水に多量に含
まれるケイ酸塩を利用して増殖する珪藻の出
現種数・出現量を指標として、陸源負荷の影
響・起源を調べたところ、石垣島南部がその
起源であることが明らかとなりました（図3）。
したがって、河川からの栄養塩負荷量を抑え
ることで、石西礁湖のサンゴの劣化を防ぐこ
とが可能になると期待されます。

波 及 効 果
　今後、モニタリング調査に次世代シーケン
スによるメタバーコーディング技術の利用が
一般化すると期待されます。これによって生
物多様性の評価および出現種の網羅的な記録
が可能となり、日本沿岸域に出現するプラン
クトンの種類数を正確に把握することが可能
になると期待されます。
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図1 　各サンプルにおけ
る次世代シーケンス

（NGS）のリード数
と検出された

O T U（O p e r a t i o n a l 
Taxonomic Units）数の
関係

図2　N M D S（N o n -
m u l t i d i m e n s i o n a l 
S c a l i n g p l o t s）解
析の結果
類似度指数には、Chao 
indexを使用。

図3　各サンプルにおける珪藻の相対的出現量をプロット
珪藻は、石垣島南部海域で多く、石垣島南部の河川が陸源負
荷の主たる起源であることを示す。


